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１． 研究計画の概要 
（１） 従来開発を進めてきた形態素解析シ
ステム用電子化辞書 UniDic を拡充・改良す
ることにより、本研究領域が目指す大規模書
き言葉コーパスの構築を支援する。 
（２） 日本語学・日本語教育学における語
彙・文法調査研究、自然言語処理における構
文・意味解析研究、音声情報処理におけるテ
キスト音声合成研究など、多様な目的に適し
た統合的な電子化辞書およびその利用シス
テムを提供する。 
（３） これら目的の達成のために、本研究領
域で用いる短単位辞書 10 万語以上と解析精
度 98%以上の処理システムを開発する。 
 
２． 研究の進捗状況 
（１） 短単位辞書を関係データベースとし
て実装した。研究分担者・研究補佐員が、常
時、辞書登録作業を行ない、15 万語を超える
辞書情報の登録を行った。見出し・表記・品
詞などの基本的な辞書情報に加えて、語種・
発音・アクセント型および音変化やアクセン
ト変化に関わる情報など、多彩な情報を記述
した。 
（２） 辞書データベースと学習コーパスか
ら形態素解析システム用辞書を作成した。形
態素解析システム ChaSen と MeCab で運用・
評価を行い、品詞認定 98.9%、見出し認定
98.6%の高い解析精度を得た。さらに、本辞
書を用いて形態素解析を実行するための周
辺ツールやグラフィックユーザインタフェ
ースを開発した。これらを Web ページで無償
公開し、1600 人を超えるユーザ登録があった。 
（３） 語の複合に伴う音変化・アクセント変
化に関するデータを作成し、処理システムを

開発した。「数詞＋助数詞」より一般的な音
変化（連濁など）を扱うために、学習データ
の作成を行い、機械学習による処理システム
を試作した。同様に、アクセント付きコーパ
スを作成し、機械学習によるアクセント変化
処理システムを試作した。 
（４） 短単位より長い単位の自動構成シス
テムを作成した。本研究領域のコーパスの一
部に長単位情報を付与し、機械学習による手
法で単位境界認定 98.6%、品詞認定 97.7%の
高い精度を得た。また、音変化・アクセント
変化処理を高度化するための中単位自動構
成システムを試作した。 
（５） ジャンル別の形態素解析システム用
辞書を作成した。本研究領域のコーパスに含
まれる書籍・新聞・政府刊行白書などのジャ
ンルの文章を対象に、語の分布の統計的性質
の異なりを調査した。その示唆をもとに、ジ
ャンルごとに適応した形態素解析システム
用辞書を作成する手法を提案し、評価実験に
よってその有効性を確認した。 
 
３． 現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
短単位辞書の登録語数や形態素解析システ
ム用辞書の解析精度については、当初目標
（10 万語以上・98%以上）を既に達成してお
り、利用者数も想定以上である。加えて、当
初目標にはなかった、ジャンル別辞書の開発
でも成功を収めている。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
以下の点に重点をおきつつ、短単位辞書の

拡充とその利用システムの開発・改良を引き



続き行う。①長単位構成システムの高精度化
（品詞・見出し認定で 98%以上）、②音変化・
アクセント変化処理と中単位構成システム
の統合、③短単位辞書への語の意味分類の記
述、④ジャンル別形態素解析辞書とその開発
環境の公開、⑤利便性の高い形式での短単位
辞書データベースの公開 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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